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あなたの市政を、あなた自身でたしかめましょう
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8月1日 No.218

毎年園庭で夏野菜やひまわり
などを育てている子どもたち。
この日は、今年から新たに育て
始めたブルーベリーを摘み取
り、おいしそうにほおばってい
ました。

ブルーベリーの収穫
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＼もっと知りたい「ギカイ」の「ギモン」／

Q「政策サイクル」
という言葉や図
が出てくるけど、
そもそもどうい
う意味なの？

A 市民の皆さんの声を政策に反映する仕組
みのことです。議会と市民の皆さんと
で、この政策サイクルを繰り返していく
ことで、皆さんの声が市政に反映され、
住民福祉の向上につながっていきます。
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大戸地区での市民との意見交換会の様子（Ｒ６. ５.14）

第29回

市
内
15
地
区
で
開
催
し
、
１
５
４
名
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た

第
29
回
市
民
と
の
意
見

交
換
会
は
令
和
６
年
５
月

７
日
か
ら
15
日
ま
で
市
内

15
会
場
で
開
催
さ
れ
、
延

べ
１
５
４
名
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
意
見
等
は
、
広
報

広
聴
委
員
会
で
整
理
・
分

類
を
行
い
、
予
算
決
算
委

員
会
の
各
分
科
会
に
振
り

分
け
て
課
題
の
分
析
や
政

策
研
究
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

市のホームペー
ジで、今回の内
容も含めた過去
の意見交換会の報告書を
掲載しています。

今
回
の
意
見
交
換
会
で

は
、
地
域
の
役
員
の
な
り

手
不
足
を
心
配
す
る
ご
意

見
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た〈
左
ペ
ー
ジ
参
照
〉。

こ
う
し
た
市
民
と
の
意
見

交
換
会
で
出
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
、
議

会
の
政
策
立
案
の
起
点
と

し
て
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

次
回
の
市
民
と
の
意
見

交
換
会
は
、
令
和
６
年
11

月
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
議
会
11
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
が
政
策
立
案
の
「
起
点
」
に

①
市民との
意見交換会
（皆さんの声）

④
事業執行
状況の監視
・評価

③
政策立案
（提言）

②
政策研究

市民意見を
起点とした
政策サイクル
のイメージ

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

特

集

意見交換会の内容を
もっと知りたいときは



あいづわかまつ広報議会　 6．8．13

持続可能な
地域づくり

議会での取組
●行政が町内会に対してお願いしてきた内容について、持続可能性の観点から見直す必要性があ
り、町内会と行政それぞれの役割を整理する必要があります。持続可能な地域づくりに向けた市
の支援の在り方について調査・研究していきます。

児童・生徒への
支援の在り方

議会での取組
●人口減少が進む中で子育てしやすい環境の
整備のための支援体制について調査・研究し
ていきます。

災害や
危機への備え

議会での取組
●地域の防災組織の在り方に関する市の方向
性や日頃から地域と行政が上手く連携できる
体制の整備について調査・研究していきます。

見えてくる現状や問題点
●加入率の低下や高齢化などにより担い手
が不足し、町内会単体では地域活動を維持
していくことが困難になっている。

●２つの町内会
が解散した。加
入率の低下や高
齢化、担い手不
足が課題である。
（行仁地区）

●�担い手不足、区長の負担軽減が望まれる。まちづく
り団体で地域の役員を集約できないか。（門田地区）

●各種団体の役員の担い手が不足
している。（神指地区、大戸地区）

●各種団体の役員を１人で
複数担っている方もいて、
個人の負担が増えている。
各種団体の取組内容を精査、
整理することで役員の多忙
化の対策となるのではない
か。 （町北・高野地区）

●災害への備えに要支援者名簿をどう活用し
たらいいかわからない。 （北会津地区）
●自主防災組織の担い手が不足している。ハ
ザードマップの見方や、自分がどう行動した
ら良いか住民に浸透していない。（日新地区）
●大雨の際の避難場所として、防災公園をつ
くってほしい。 （東山地区）

見えてくる現状や問題点
●地域の自主防災組織の担い手が不足し
ている。
●要支援者名簿の活用ができていない地
域がある。　

●学校給食費を無償化してほしい。（各地区）
●小規模特認校制度を使っている遠距離通学
児童・生徒への支援をお願いしたい。

（大戸地区）
●地域としてどう子育てをしていくかが課題。

（門田地区）

見えてくる現状や問題点
●所得の低い世帯への支援制度だけでな
く、すべての子育て世帯にとって子育て
しやすい環境が求められている。
●支援制度とあわせて、財源の問題も考
えていく必要がある。

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

特

集

ＶＯＩＣＥ
いただいた意見を次のステップへ
意見交換会で出された意見は広報広聴委員会で集約し、そこから見えてくる現状や課題を整理し
ています。ここでは、広報広聴委員会で整理した意見の一部を紹介します。これらは今後、各分科
会の政策研究や政策立案に生かされていきます。

次のページで、意見交換会から政策（予算化）につながった事例を紹介します



第
２
回
市
民
と
の
意

見
交
換
会

第
７
回
市
民
と
の
意

見
交
換
会

検
討
委
員
会
設
置

水
源
な
ど
の
現
地
調

査中
間
報
告

湊
地
区
区
長
会
と
懇

談
会

中
間
報
告

最
終
報
告

６
月
定
例
会
で
「
湊

地
区
に
お
け
る
給
水

施
設
未
整
備
地
区
の

早
期
解
消
に
関
す
る

決
議
」
を
可
決

●
H21

●
H23

●
H24

●●●● ●
H25

●

き
っ
か
け
は
市
民
と
の
意
見
交
換
会
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こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
市

民
と
の
意
見
交
換
会
の
記
録

を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
第
２
回

市
民
と
の
意
見
交
換
会
（
平

成
21
年
２
月
開
催
）
か
ら
、

湊
地
区
の
水
道
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
望
む
声
が
継
続
し
て

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
課

題
は
、
湊
地
区
に
住
む
皆
さ

ん
が
長
年
に
わ
た
り
水
道
イ

ン
フ
ラ
の
改
善
を
望
み
続
け

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
市
も

費
用
や
水
源
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。

水
道
イ
ン
フ
ラ
改
善
を
望

む
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
受

け
、
議
会
は
課
題
解
決
に
向

け
た
協
議
・
検
討
を
す
べ
き

と
考
え
、
常
任
委
員
会
と
は

別
に
、「
湊
地
区
水
資
源
問

題
に
係
る
検
討
委
員
会
（
以

下
「
検
討
委
員
会
」
と
い

う
。）」
を
設
置
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
や
現

地
調
査
を
通
し
て
現
状
の
把

握
に
努
め
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
向
性
を
整
理
し
ま
し

た
。

上空から撮影した湊地区

令
和
６
年
６
月
定
例
会
議
に
湊
地
区
の
給
水
施
設
整
備
に
関
す
る

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
〈
概
要
は
６
ペ
ー
ジ
参
照
〉。
金
額

に
し
て
約
３
４
２
万
円
、
市
全
体
の
予
算
規
模
に
対
し
、
決
し
て
大

き
い
金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
平
成
21
年
２
月
に

開
催
し
た
「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
か
ら
継
続
し
て
意
見
が
出
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
に
基
づ
い
て
議
会
が
根
気
強
く
働

き
か
け
て
き
た
成
果
の
一
つ
で
す
。
課
題
の
発
見
か
ら
、
ど
の
よ
う

に
政
策
や
予
算
反
映
に
至
り
、
改
善
さ
れ
て
き
た
か
、
経
過
を
お
伝

え
し
ま
す
。

検討委員会と湊地区区長会の皆さん
との懇談会の様子（H24.10.18）

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

特

集

湊地区の給水施設整備を
より良いものに

あなたの声が議会を動かす
市政が変わる



市
が
５
年
間
の
整
備

計
画
を
策
定

以
降
、
計
画
に
基
づ

き
地
区
の
給
水
設
備

の
整
備
費
用
を
助
成

簡
易
水
道
事
業
経
営

戦
略
を
策
定

整
備
手
法
検
討
調
査

業
務
の
実
施

第
29
回
市
民
と
の
意

見
交
換
会

令
和
６
年
６
月
補
正

予
算
可
決

第
30
回
市
民
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
予

定
●
H26

●●
R3

●
R5

●
R6

●●

あいづわかまつ広報議会　 6．8．15

議
会
と
し
て
市
に

対
し
強
く
要
望

検
討
委
員
会
の
設
置
後
、

議
会
は
計
16
回
の
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
平
成
25

年
６
月
定
例
会
で
「
湊
地

区
に
お
け
る
給
水
施
設
未

整
備
地
区
の
早
期
解
消
に

関
す
る
決
議
」
を
全
会
一

致
で
可
決
し
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。
決
議
は
議
員

が
一
丸
と
な
り
住
民
の
代

表
で
あ
る
「
議
会
」
と
し

て
行
う
意
思
表
明
で
あ
り
、

市
に
対
し
、
課
題
解
決
に

向
け
た
見
通
し
を
住
民
に

示
し
、
主
体
的
に
取
り
組

む
よ
う
、
強
く
要
望
し
ま

し
た
。

ま
た
、
そ
の
間
、
市
民

と
の
意
見
交
換
会
も
開
催

さ
れ
、
住
民
と
議
員
の
間

で
課
題
解
消
に
向
け
た
取

組
に
関
す
る
進
捗
や
要
望

な
ど
に
つ
い
て
頻
繁
に
や

り
取
り
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

課
題
改
善
に
向
け

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

湊
地
区
の
水
の
課
題
に
対

し
て
調
査
・
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
決

議
や
地
区
の
区
長
会
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
平
成
26

年
５
月
に
「
湊
地
区
給
水

施
設
等
整
備
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
計
画
で
、
湊
地
区
に
お

い
て
生
活
用
水
を
安
定
し

て
確
保
で
き
る
よ
う
、
市

と
地
区
住
民
の
役
割
を
明

確
に
し
、
今
後
の
具
体
的

な
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
策
定
か
ら

現
在
ま
で
、
給
水
施
設
等

の
整
備
や
配
水
管
整
備
に

つ
い
て
、
市
は
協
議
・
検

討
を
重
ね
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
意
向
を
踏
ま
え
市※

給

水
施
設
等
整
備
費
補
助
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
実
績

●
市
給
水
施
設
等
整
備
費

補
助
金
活
用
に
よ
る
湊
地

区
整
備
実
績
…
約
５
億
３

千
４
百
万
円
（
計
画
策
定

後
の
平
成
26
年
～
令
和
６

年
３
月
末
の
累
計
）
※
一

部
、
地
区
の
整
備
方
針
が

未
定
で
あ
っ
た
た
め
集
計

時
点
で
実
績
が
な
い
地
区

が
あ
り
ま
す

検
討
を
継
続

平
成
30
年
に
「
湊
地
区

給
水
施
設
等
整
備
計
画
」

の
期
間
が
終
了
し
た
後
も
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
で

継
続
し
て
生
活
用
水
の
安

定
供
給
に
関
す
る
意
見
が

あ
る
こ
と
や
、
民
営
簡
易

水
道
施
設
の
市
へ
の
移
管

を
望
む
声
も
上
が
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
所
管
す
る

文
教
厚
生
委
員
会
を
中
心

に
、
議
会
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
政
策
課
題
と
し
て

位
置
付
け
、
審
査
し
て
い

ま
す
。

湊
地
区
に
お
け
る
生
活

用
水
等
の
課
題
の
解
消
に

向
け
、
議
会
は
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

現地調査（第４回委員会）の様子
（H24. ８.17）

継続して議会が実施状況を確認！
平成27年９月定例会
●一般質問「地域の水問題の早期解消を」
➡　広報議会平成27年11月１日号掲載

ほか

令和３年２月定例会で審査
●�令和３年度簡易水道事業会計予算「湊地
区の民間水道施設に対する上下水道局の
関わりは」

➡　広報議会令和３年５月１日号掲載

令和６年２月定例会議で審査
●�令和６年度一般会計予算「湊地区給水施
設の整備状況は」

➡　広報議会令和６年５月１日号掲載

議
案
第
46
号
令
和
６
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

お
け
る
湊
町
赤
井
八
組
水

道
組
合
の
給
水
施
設
の
整

備
に
関
す
る
予
算
は
、
予

算
決
算
委
員
会
第
2
分
科

会
で
審
査
さ
れ
、
本
会
議

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
審

査
で
は
、
水
源
変
更
と
な

っ
た
経
緯
や
そ
れ
に
対
す

る
住
民
の
理
解
、
水
質
に

変
化
が
な
い
か
確
認
を
継

続
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

主
な
質
疑
の
内
容

問

水
源
変
更
に
伴
う
水

質
維
持
管
理
の
方
法
は
？

答

現
在
水
源
と
し
て
使

用
す
る
井
戸
水
は
フ
ィ
ル

タ
ー
等
で
水
を
ろ
過
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
水

源
変
更
後
は
フ
ィ
ル
タ
ー

等
で
ろ
過
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。
な
お
、
使

用
予
定
の
湧
水
の
水
質
に

変
化
が
な
い
か
、
引
き
続

き
確
認
を
し
て
い
き
ま
す
。
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補正予算
の概要

6

議
会
が
審
査
し
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

６月
定例会議

６月定例会議のあらまし
会議期間は、６月６日から21日までの16日間
　６月定例会議では、令和６年度の一般会計補正予算や条例の一部改正に関する議
案、財産の取得についての議案などが提出されました。これらは、本会議での総括質
疑後、予算に係る議案は予算決算委員会で審査され、それ以外の議案や請願・陳情は
総務委員会及び文教厚生委員会に付託され、審査が行われました。ここでは審査の一
部をお伝えします。
　なお、今定例会議に提出された議案等とその審議結果は９ページのとおりです。

議案審査ピックアップ　①
議案第46号　令和６年度会津若松市一般会計補正予算（第３号）
スマートシティ会津若松推進事業費
予算の概要
スマートシティ会津若松の取組をより使
いやすく、地域に浸透するサービスにす
るための体制整備に要する経費
審査のポイント
■事業内容と効果
スマートシティ会津若松推進事業費は、
以下の３つの事業の実施に要する経費で
あり、市民の生活にどのように役立てら
れるのかを焦点に審査を行いました。
①　�スマートシティ会津若松の取組紹介

及びスマートシティサポーターの募
集等の情報発信

②　�サービス共創に向けたスマートシテ
ィサポーターの交流会・意見交換会
の開催

③　�スマートシティサポーターによる、
「あいべあ」やＳＮＳを活用した情
報発信の促進

関連する予算として、５月臨時会議で
は「地域の課題や問題意識を把握する仕

組みの構築・改善に要する費用」として
補正予算を可決しています。この事業が
実施されることで、市民や地域の業界団
体、サービス提供企業等が連携し、デジ
タルサービスの体験や意見交換会を通し
て、市民の皆さんがより使いやすく、地
域に浸透するサービスの創出が期待され
ます。

1,116万円

議案審査ピックアップ　②
議案第46号　令和６年度会津若松市一般会計補正予算（第３号）
飲料水対策事業費に係る給水施設等整備費補助金
予算の概要
安全で安心な生活用水の安定的な確保の
ため、上水道未整備地区が行う給水施設
整備を支援するための経費
審査のポイント
■水源変更と水質の維持管理
令和４年11月に住民から「水源の水質

が改善されない」との相談があり、地区

が水源を井戸水から湧水へ変更するため
に行う受水槽の新設や加圧ポンプの増設
に要する経費へ補助を行うための予算と
なります。水源変更に対する住民の理解
や、水源変更後、水質に変化がないか確
認を継続することも確認しました。

342万円

スマートシティサポーターの交流会の様子
（令和５年開催）

P4「特集」ページへこの内容に関連

P19「５月臨時会議」
ページへこの内容に関連
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案　　件 請願・陳情
の内容 所管委員会の審査経過および結果 本会議の

審議結果

請願第２号
国に学校給食費の
無償化の実施を求
めることについて

（請願者）
新日本婦人の会
会津若松支部
支部長
佐々木恭子さん

（紹介議員）
原田俊広議員　

他４名

国に対し、学
校給食費の無
償化を実施す
ることを求め
てほしい。

文教厚生委員会の審査において、一部委員より賛否の意
見がありました。
○反対意見
学校給食費の無償化には多額の財源を安定的に確保する
必要があり、仮に国が学校給食費を無償とした場合、増税
や既存の行政サービスが縮小となる可能性がある。また、
市教育予算確保協議会から、学校給食費の無償化に関する
要望は寄せられていないことから、市民の総意として国に
意見書を提出することには疑義があり、まずはメリット・
デメリットを協議すべきであると考えることから、本請願
に反対する。
○賛成意見
物価高騰により、保護者の経済的負担は大きく、学校給
食費を無償とすることは、子育て世帯の負担軽減や子育て
支援につながる。市単独での学校給食費の無償化は、財源
上、実施困難であると考えるため、国に学校給食費の無償
化を求める必要があり、本請願に賛成する。

【審査結果】
本請願については、賛成多数で採択すべきものと決めら
れました。

採　択

請願第３号
県に学校給食費の
無償化の実施を求
めることについて

（請願者）
新日本婦人の会
会津若松支部
支部長
佐々木恭子さん

（紹介議員）
原田俊広議員

他４名

県に対し、学
校給食費の無
償化を実施す
ることを求め
てほしい。

文教厚生委員会の審査において、一部委員より賛否の意
見がありました。
○反対意見
本県は東日本大震災からの復興半ばにあり、学校給食費
の無償化に向け、新たに財源を確保することは難しい。学
校給食費の無償化は、地方自治体ではなく国が行うべき施
策と考えることから、本請願に反対する。
○賛成意見
県は18歳以下の子どもの医療費助成を行うなど、子育
て施策に注力している。県が学校給食費の無償化に取り組
むことは、さらなる子育て支援につながることから、本請
願に賛成する。

【審査結果】
本請願については、賛成多数で採択すべきものと決めら
れました。

採　択

陳情第２号
学校給食費の無償
化の実現について

（陳情者）
宗像　昭司さん

市に対し、学
校給食費の無
償化を実現し
てほしい。

文教厚生委員会の審査において、一部議員より賛否の意
見がありました。
○反対意見
市が学校給食費の無償化に向けて多額の財源を安定的に
確保することは困難と考える。また、市では食材費の増額
分を支援することにより、学校給食費を据え置くなど、す
でに保護者の負担軽減に向けて取り組んでいる。さらに市
教育予算確保協議会より要望がない状況であることから、
本陳情に反対する。
○賛成意見
市民から要望が寄せられている以上、学校給食費の無償
化は軽視できない課題と考える。市長の公約実現に向け
て、市は学校給食費の無償化に取り組むべきと考えること
から、本陳情に賛成する。

【審査結果】
本陳情については、賛成少数で不採択とすべきものと決
められました。

不採択

６月定例会議で審査された請願や陳情の審査の
経過と結果をお知らせします。請願・陳情

あいづわかまつ広報議会　 6．8．17
P10　令和６年６月定例会議の賛否一覧この内容に関連この内容に関連
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8

意
見
書
と
は
、
地
方
自
治
法

第
99
条
に
基
づ
き
、
地
方
公
共

団
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に

関
し
て
、
議
会
の
意
思
を
意
見

と
し
て
ま
と
め
た
文
書
で
す
。

議
会
は
、
そ
の
意
見
書
を
国
会

ま
た
は
関
係
行
政
庁
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
た

意
見
書
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

等
関
係
機
関
へ
提
出

●
意
見
書
案
第
２
号

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等

事
業
の
継
続
及
び
被
災
し
た

児
童
・
生
徒
へ
の
十
分
な
就

学
支
援
に
つ
い
て

（
抜
粋
）
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の

就
学
・
修
学
を
保
障
す
る
た

め
、
令
和
７
年
度
以
降
に
お

い
て
も
、
全
額
国
庫
負
担
に

よ
る
被
災
児
童
生
徒
就
学
支

援
等
事
業
の
継
続
と
、
十
分

な
就
学
支
援
に
必
要
な
予
算

確
保
を
行
う
こ
と
。

　討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、賛成か反
対かの自己の意見を表明することをいいます。６月定例会議で
賛否が分かれた案件のうち、本会議で討論があったものを掲載
しています。

議案第46号　令和６年度会津若松市一般会計補正予算（第３号）

反 対
譲矢　隆議員

この補正予算案には、スマートシティの取組に対する市民理解を進めるため
の予算として1,116万円が計上されていますが、緊急性はないように思います。
市民が望んでいるとも思えない事業に貴重な税金を使うのではなく、横断歩道
の塗り直しや道路や公園の除草に活用すべきであり反対します。

議案第47号　令和６年度会津若松市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

反 対
原田　俊広議員

この議案はマイナンバーカードと健康保険証が一体化され、現行の国民健康
保険証を廃止することに伴う、市の国民健康保険システムの改修等を行うため
の補正予算ですが、マイナ保険証への一体化は、マイナンバーの取得を強制す
るものであり、国民皆保険という社会保障の基本的立場を崩してしまうことに
つながるものとして認めることができないので反対します。

議案第55号　財産の取得について（県立病院跡地）

反 対
原田　俊広議員

この議案は県立病院跡地を県から購入しようとするものです。この土地に子
育て施設等を整備することは理解できますが、県の土地をなぜ８億円も出して
買わなければならないのか、県の病院局が赤字だからという理由には納得でき
ないことから反対します。

請願第２号　国に学校給食費の無償化の実施を求めることについて
請願第３号　県に学校給食費の無償化の実施を求めることについて

反 対
中川　廣文議員

学校給食費の無償化は、子育て行政・学習環境全般の中の一つの施策であり、
無償化を継続するには恒久的に安定した財源が必要です。財源確保のために現
在の行政サービスの縮小・低下を招くことや、増税等で受益者以外の負担が増
すことは避けなければならず、慎重な制度設計が求められ、議論を深める必要
があると考え、反対します。

請願第２号　国に学校給食費の無償化の実施を求めることについて
請願第３号　県に学校給食費の無償化の実施を求めることについて
陳情第２号　学校給食費の無償化の実現について

賛 成
松崎　新議員

私たち立憲連合は、義務教育に係る保護者負担の軽減についての政策課題を
検討してきました。その検討内容は、給食費だけでなく学校教材費を含めた諸
費用については、国、県そして市がそれぞれ相応の負担をすべきと考えること
から、賛成します。

陳情第２号　学校給食費の無償化の実現について

賛 成
笹内　直幸議員

本市の子育て世帯の多くは、学校給食費の無償化を望んでおり、市長の子育
て政策に期待をしております。予算の件など、さまざまな課題はあるとは思い
ますが、本市が、学校給食費無償化へ向けて一歩でも進む必要があると考え、
賛成します。
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あいづわかまつ広報議会　 6．8．19

６月定例会議に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　　名

8
令和５年度会津若松市水道事
業会計予算繰越計算書につい
て

9
令和５年度会津若松市下水道
事業会計予算繰越計算書につ
いて

承　　　認（１件）

1 監査委員の選任について
丸山さよ子議員

同意
意 見 書 案（４件）

2

被災児童生徒就学支援等事業
の継続及び被災した児童・生
徒への十分な就学支援につい
て

3 地方財政の充実・強化につい
て

4 国に学校給食費の無償化の実
施を求めることについて

5 県に学校給食費の無償化の実
施を求めることについて

以上、原案のとおり可決。なお、こ
の具現化を図るため、関係行政庁等
へ意見書を送付しました。

請願・陳情（３件）
請願

2
国に学校給食費の無償化の実
施を求めることについて

請願
3

県に学校給食費の無償化の実
施を求めることについて

以上、採択
陳情

2
学校給食費の無償化の実現に
ついて

以上、不採択

番号 件　　　　　名
議　　　案（24件）

46 令和６年度会津若松市一般会
計補正予算（第３号）

47
令和６年度会津若松市国民健
康保険特別会計補正予算（第
２号）

48
会津若松市個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する条例

49 会津若松市税条例の一部を改
正する条例

50

会津若松市地方活力向上地域
における固定資産税の課税免
除及び不均一課税に関する条
例の一部を改正する条例

51 特別職の職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例

52

会津若松市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正す
る条例

53

会津若松市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例　

54 会津若松市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例

以上、原案のとおり可決

55 財産の取得について
（県立病院跡地）

56 会津若松市庁舎整備建築工事
請負契約の一部変更について

57
会津若松市庁舎整備空気調和
設備工事請負契約の一部変更
について

58
会津若松市庁舎整備給排水衛
生設備工事請負契約の一部変
更について

番号 件　　　　　名

59
会津若松市庁舎整備電気設備
工事請負契約の一部変更につ
いて

60
会津若松市庁舎整備情報設備
工事請負契約の一部変更につ
いて

61 財産の取得について
（新庁舎ネットワーク機器）

62 財産の取得について
（軽乗用電気自動車）

63 損害賠償の額の決定及び和解
について（医療機関等）

64 損害賠償の額の決定及び和解
について（被災職員）

65 議員の派遣について
（県市議会議長会議員研修会）

66 議員の派遣について
（総務委員会行政調査）

67 議員の派遣について
（文教厚生委員会行政調査）

68 議員の派遣について
（産業経済委員会行政調査）

69 議員の派遣について
（建設委員会行政調査）

以上、可決
報　　　告（６件）

4 監査の結果報告について

5 令和５年度会津若松市一般会
計継続費繰越計算書について

6
令和５年度会津若松市一般会
計繰越明許費繰越計算書につ
いて

7
令和５年度会津若松市一般会
計事故繰越し繰越計算書につ
いて アミかけの部分

は採決で賛否が
分かれた案件

アミかけ以外は全
会一致による可決
や採択等の案件

内
閣
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大
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、
総
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臣

等
関
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機
関
へ
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出
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震
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よ
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済
的
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た
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を
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、
全
額
国
庫
負
担
に

よ
る
被
災
児
童
生
徒
就
学
支

援
等
事
業
の
継
続
と
、
十
分

な
就
学
支
援
に
必
要
な
予
算

確
保
を
行
う
こ
と
。

●
意
見
書
案
第
３
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

（
抜
粋
）
社
会
保
障
の
維

持
・
確
保
、
地
域
活
性
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
化
、

防
災
・
減
災
、
物
価
高
騰
対

策
、
地
域
公
共
交
通
の
再
構

築
な
ど
、
増
大
す
る
地
方
自

治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に

把
握
し
、
こ
れ
に
見
合
う
十

分
な
地
方
一
般
財
源
総
額
の

確
保
を
図
る
こ
と
。
そ
の
他

７
点
。

●
意
見
書
案
第
４
号

国
に
お
い
て
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
実
施
す
る
こ

と
。

福
島
県
知
事
へ
提
出

●
意
見
書
案
第
５
号

県
に
お
い
て
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
実
施
す
る
こ

と
。

※賛否が分かれた案件の賛否一覧は10ページに掲載。

詳細は、
ＨＰをご
覧くださ
い。

特

集

議
案
等
の
審
査

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

審

議

結

果
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令和６年６月定例会議の賛否一覧 ※これ以外の案件等は9ページのとおり全会一致で可決されています。
会派名　　

議員名

議案等名

議決結果 反
対:賛

成

市民クラブ フォーラム会津 公明党 創風あいづ 立憲連合 共 社 夢
平
田

久
美

中
川

廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

俊
哉

清
川

雅
史

石
田

典
男

笹
内

直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

智
子

奥
脇

康
夫

大
山

享
子

吉
田

恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

芳
雄

議案第46号　令和６年度会津若松市
一般会計補正予算（第３号） 原案可決 25： 1 ○○○○○○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○●

討
○

議案第47号　令和６年度会津若松市
国民健康保険特別会計補正予算（第
２号）

原案可決 25： 1 ○○○○○○○○−○○○○○○○○○○○○○○○●討○○

議案第55号　財産の取得について
（県立病院跡地） 可決 25： 1 ○○○○○○○○−○○○○○○○○○○○○○○○●

討
○○

議案第56号　会津若松市庁舎整備建
築工事請負契約の一部変更について 可決 25： 1 ○○○○○○○○−●○○○○○○○○○○○○○○○○○

議案第57号　会津若松市庁舎整備空
気調和設備工事請負契約の一部変更
について

可決 25： 1 ○○○○○○○○−●○○○○○○○○○○○○○○○○○

議案第58号　会津若松市庁舎整備給
排水衛生設備工事請負契約の一部変
更について

可決 25： 1 ○○○○○○○○−●○○○○○○○○○○○○○○○○○

議案第59号　会津若松市庁舎整備電
気設備工事請負契約の一部変更につ
いて

可決 25： 1 ○○○○○○○○−●○○○○○○○○○○○○○○○○○

議案第60号　会津若松市庁舎整備情
報設備工事請負契約の一部変更につ
いて

可決 25： 1 ○○○○○○○○−●○○○○○○○○○○○○○○○○○

意見書案第４号　国に学校給食費の
無償化の実施を求めることについて 原案可決 21： 5 ○●○●○●○●−●○○○○○○○○○○○○○○○○○

意見書案第５号　県に学校給食費の
無償化の実施を求めることについて 原案可決 18： 8 ○●●●●●○●−●○○○○○○○○○○●○○○○○○

請願第２号　国に学校給食費の無償
化の実施を求めることについて 採択 21： 5 ○●

討
○●○●○●−●○○○○○○○○○○○○○○

討
○○○

請願第３号　県に学校給食費の無償
化の実施を求めることについて 採択 18： 8 ○●

討
●●●●○●−●○○○○○○○○○○●○○○

討
○○○

以下の陳情については、議長裁決により不採択

陳情第2号　学校給食費の無償化の
実現について 不採択

着
席
●

起
立
○ ●●●●●●●●−●○

討
○○○○●●●○○●○○○

討
○○○

13：13

無記名
投票

13：13

起立採決において、起立者及び着席者が同数であり、賛成者の多少が認定できず、
無記名投票を実施しました。
※�着席者の中には、態度保留者や棄権者を含むと考えられ、着席者がすべて「反対」
であるとは断定できないことから、賛否を明らかにするため、無記名投票を行い
ました。

無記名投票の結果、可否同数（賛成13：反対13）となったため、地方自治法第116
条第１項の規定により、議長裁決により不採択となりました。

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共⇒日本共産党　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ

議会の動き（４月～６月） ※６月定例会議の日程は、19ページに掲載しています

総務委員会 6月6日・17日 予算決算委員会理事会 5月16日、6月13日
文教厚生委員会 6月6日・13日・14日 総務委員会協議会 4月15日、5月13日、6月19日
産業経済委員会 6月6日 文教厚生委員会協議会 4月10日、5月21日、6月14日
建設委員会 6月6日 建設委員会協議会 6月14日

予算決算委員会 5月16日・20日、
6月13日・19日 広報広聴委員会 4月5日・12日・22日、5月17日、

6月6日・21日・28日

予算決算委員会・第１分科会 4月15日、5月13日・16日、
6月6日・17日 議会運営委員会 4月9日、5月9日・13日・16日・27

日・30日、6月6日・13日・21日

予算決算委員会・第２分科会 4月10日・23日、5月16日、
6月6日・14日 議員全員協議会 4月15日、5月20日

予算決算委員会・第３分科会 4月15日、5月13日、6月6日 各派代表者会議 4月10日、5月8日・16日・27日・
30日、6月6日・10日・17日・21日

予算決算委員会・第４分科会 4月15日・30日、5月16日、
6月6日・14日 議会評価特別委員会 4月10日、5月13日、6月27日

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

賛

否
一
覧



一般質問の
映像の視聴は
こちらから

令和６年６月定例会議の一般質問は、６月10日から12日まで行われ、21
名の議員が個人質問を行いました。
市の様々な課題について、議員が自身の提案も含めて市に考えを聞く「一
般質問」の質問項目と、各議員１項目の内容を要約してお知らせします。

分  

野
ペ
ー
ジ

議 員 氏 名
（会 派） 〇質問内容

生
活
・
環
境

12 原田　俊広議員
（日本共産党）

ごみ処理有料化で減
量できるのか

12 村澤　智議員
（創風あいづ）

再生可能エネルギー
活用の取組を

12 松崎　新議員
（立憲連合）

脱炭素先行地域推進
事業の取組は

13 長郷　潤一郎議員
（フォーラム会津）

空き家に対する市の
対応は

健
康
・
福
祉

13 大島　智子議員
（公明党）

HPVワクチン接種
の勧奨を

13 平田　久美議員
（市民クラブ）

託児所付きテレワー
ク施設の整備を

産
業
・
経
済

14 吉田　恵三議員
（創風あいづ）

会津塗の木地師等養
成への取組は

14 長谷川　純一議員
（市民クラブ）

「ジモノミッケ ! 」
の事業効果は

14 柾屋　奈津子議員
（市民クラブ）

大型観光企画に期待
する効果は

教
育 15 奥脇　康夫議員

（公明党）
全国学力・学習状況
調査の傾向は

教
育
・
文
化

15 髙橋　義人議員
（市民クラブ）

スポーツツーリズム
の推進を

15 大竹　俊哉議員
（市民クラブ）

小・中学校を再編し
統廃合すべき

16 小倉　孝太郎議員
（市民クラブ）

教職員のメンタルヘ
ルス向上策は

16 譲矢　隆議員
（社会民主党・市民連合）

通学路の安全と危険
箇所の改善は

行
・
財
政

16 髙梨　浩議員
（立憲連合）

指定管理者制度の成
果を伺う

17 小畑　匠議員
（市民クラブ）

UIJターン向け人財
バンクを

17 渡部　認議員
（フォーラム会津）

市職員の普通退職者
の傾向は

17 内海　基議員
（フォーラム会津）

ふるさと納税につい
ての認識は

18 石田　典男議員
（市民クラブ）

市の入札関係規程等
の検証を

18 中川　廣文議員
（市民クラブ）

市民と人口減少問題
の共有を

18 成田　芳雄議員
（夢クラブ）

人口減少問題の認識
と対策は

＼もっと知りたい「ギカイ」の「ギモン」／

Q 一般質問は内容・
時間に制限はある
の？

A 一般質問をする議員は、「事前通告制」
といって、開会日の８日前までに質問
の内容を提出する決まりとなっていま
す。また、議員が発言する時間は1人
20分（代表質問の場合は25分）です。

あいづわかまつ広報議会　 6．8．111

市政　ここ
4 4

が聞きたい

一｜般｜質｜問
特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否
一
覧

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

一
般

質

問
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特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

問

本
市
は
、
令
和
５
年

４
月
に
国
か
ら
脱
炭
素
先

行
地
域
の
選
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
今
後
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向

け
た
各
種
計
画
を
ど
の
よ

う
に
実
施
し
ま
す
か
。

答

令
和
６
年
３
月
に
会

津
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
が
設
立
さ
れ
、
計
画

の
実
現
に
向
け
た
体
制
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
補
助
事
業
等
を
実

施
し
、
会
津
エ
ネ
ル
ギ
ー

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
と
協
働
し

て
計
画
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

問

会
津
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
の
活
動
内
容

に
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活

動
を
行
う
こ
と
と
あ
り
ま

す
が
、
具
体
的
な
取
組
を

伺
い
ま
す
。

答

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
共
有

・
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ

る
新
事
業
の
創
出
を
目
指

し
て
お
り
、
現
在
、
地
元

企
業
と
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
通
じ
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
改
善
や

地
域
内
経
済
の
循
環
を
目

指
し
て
お
り
、
実
際
に
雇

用
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

引
き
続
き
会
津
エ
ネ
ル
ギ

ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
し

て
積
極
的
に
助
言
等
を
行

い
、
取
組
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

答 ��

地
域
内
経
済
の
循
環
を
目
指
す

脱
炭
素
先
行
地
域
推
進
事
業
の
取
組
は

問

新
潟
県
を
含
む
東
北

地
方
に
お
い
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
に

対
す
る
一
時
的
な
発
電
停

止
を
求
め
る
出
力
制
御
は
、

令
和
５
年
度
に
は
11
回
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
発

電
し
た
電
気
が
余
ら
な
い

よ
う
に
行
う
も
の
で
す
。

今
後
は
、
国
・
県
と
連
携

し
、
余
剰
電
力
の
蓄
電
や

水
素
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
市
の
認
識
を
伺

い
ま
す
。

答

余
剰
電
力
の
水
素
へ

の
変
換
に
つ
い
て
は
、
国

・
県
と
連
携
し
、
可
能
性

調
査
や
事
業
者
団
体
等
と

の
協
議
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
関
係
者
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

令
和
６
年
度
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促

進
賦
課
金
は
、
１
ｋキ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

ｗ
ｈ

当
た
り
３
・
49
円
と
な
り
、

令
和
14
年
ま
で
値
上
が
り

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
を
進
め

る
ほ
ど
市
民
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

省
エ
ネ
の
取
組
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
市
民
へ
丁
寧

な
説
明
や
周
知
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
市
の
認
識

を
伺
い
ま
す
。

答

省
エ
ネ
の
推
進
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
や
光
熱
費
の
軽
減
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
分
か

り
や
す
い
説
明
や
周
知
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

答 ��

関
係
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取
組
を

立
憲
連
合

松
崎

新
議
員

問

市
は
ご
み
緊
急
事
態

を
宣
言
し
、
令
和
６
年
６

月
か
ら
11
月
ま
で
を
緊
急

減
量
期
間
と
し
て
燃
や
せ

る
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
目

標
が
達
成
で
き
な
い
場
合

ご
み
処
理
有
料
化
を
検
討

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ご

み
処
理
の
有
料
化
に
よ
り
、

ご
み
を
減
量
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

答

ご
み
処
理
の
有
料
化

に
つ
い
て
は
、
国
の
手
引
き

に
お
い
て
も
、
有
料
ご
み

袋
の
購
入
を
通
し
た
経
済

的
な
動
機
付
け
に
よ
っ
て
、

ご
み
排
出
抑
制
の
効
果
が

期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
お

り
、
有
料
化
導
入
に
よ
り

16
％
か
ら
40
％
の
減
量
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

問

燃
や
せ
る
ご
み
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
連

続
で
減
量
し
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
緊
急
事
態
宣
言
を
出

し
、
ご
み
処
理
の
有
料
化

を
検
討
し
よ
う
と
す
る
の

で
す
か
。

答

今
後
も
、
約
２
年
間

で
１
日
当
た
り
16
・
１
ト

ン
の
ご
み
減
量
が
必
要
な

状
況
で
す
。
今
後
の
ご
み

減
量
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
手
法
の
一
つ
と
し

て
、
ご
み
処
理
の
有
料
化

も
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
健
康
保
険
証
廃
止
に
伴

う
影
響
と
対
策
に
つ
い

て

答 ��

経
済
的
な
動
機
づ
け
で
の
効
果
を
期
待

ご
み
処
理
有
料
化
で
減
量
で
き
る
の
か

創
風
あ
い
づ

村
澤

智
議
員

日
本
共
産
党

原
田

俊
広
議
員

生 活 ・ 環 境



あいづわかまつ広報議会　 6．8．113

特

集

議
案
等
の
審
査

審
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結
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議
会
か
ら
の

お
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ら

せ

タイトル右のQRコードをスマホで読み取ると映像を見ることができます

問

働
く
意
欲
が
あ
る
女

性
を
支
援
す
る
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
リ※

３

カ
レ
ン
ト

教
育
へ
の
支
援
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
の
た
め
に
転
職

す
る
、
育
児
や
介
護
を
し

な
が
ら
働
く
と
い
っ
た
個

人
の
事
情
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
た
様
々
な

就
労
の
際
に
、
必
要
な
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
学
習
を
支
援
す
る
場

と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て

中
の
方
が
仕
事
に
集
中
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め

の
子
育
て
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
一
つ
と
し
て
、
託
児
所

付
き
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
を

行
政
が
支
援
す
る
、
ま
た

は
運
営
す
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
コ※

４

ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
の
提

携
の
可
能
性
も
含
め
て
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答

本
市
で
は
、
認
可
保

育
所
等
の
通
常
保
育
や
、

一
時
預
か
り
事
業
に
よ
り
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
労

や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
な
ど
、
様
々
な

働
き
方
に
対
応
し
た
保
育

の
提
供
が
可
能
で
す
の
で
、

現
状
の
社
会
資
源
を
活
用

し
、
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設

整
備
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

事
業
者
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、
融
資
制
度
や

補
助
制
度
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

答 ��

現
状
の
社
会
資
源
を
活
用
す
る

託
児
所
付
き
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
を

問

Ｈ※
１

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

キ※
２

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が

始
ま
っ
て
か
ら
の
相
談
件

数
と
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答

接
種
部
位
の
痛
み
に

よ
る
次
回
接
種
へ
の
不
安

や
、
副
反
応
に
つ
い
て
の

相
談
が
年
間
10
件
程
度
あ

り
ま
し
た
。

問

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
予
防
効
果
は
、

副
反
応
の
デ
メ
リ
ッ
ト
よ

り
大
き
い
こ
と
な
ど
の
接

種
の
重
要
性
の
周
知
不
足

に
よ
り
、
接
種
が
進
ま
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
認
識

を
伺
い
ま
す
。

答

本
人
や
保
護
者
が
接

種
の
判
断
を
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
情
報
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。

問

男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
り
、
女
性

へ
の
感
染
を
防
ぐ
効
果
が

あ
る
た
め
、
男
性
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
市
で
助
成
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
認

識
を
伺
い
ま
す
。

答

国
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
を
し
て
い
な
い
方
へ
の

個
別
の
接
種
勧
奨
通
知
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答

６
月
末
ま
で
に
、
累

計
３
回
目
と
な
る
個
別
の

接
種
勧
奨
通
知
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

答 ��

６
月
末
ま
で
に
個
別
に
通
知
予
定

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
を

問

市
内
の
住
宅
数
、
空

き
家
数
、
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
な
い
空
き
家
数
、

特
定
空
家
数
を
伺
い
ま
す
。

答

本
市
の
住
宅
数
は
、

平
成
30
年
の
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に
よ
る
と
約
５

万
８
１
０
０
戸
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
把

握
し
て
い
る
空
き
家
数
は
、

令
和
６
年
３
月
末
時
点
で

１
５
２
７
戸
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
空
き
家
数
は
１

２
１
戸
、
特
定
空
家
等
に

指
定
さ
れ
て
い
る
空
き
家

数
は
17
戸
で
す
。

問

空
き
家
の
現
状
と
今

後
の
推
移
の
見
込
み
に
対

す
る
市
の
認
識
と
空
き
家

へ
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　
　
市
が
把
握
し
て
い
る

空
き
家
の
件
数
は
、
過
去

答

５
年
間
に
お
い
て
約
１
５

０
０
戸
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
全
国
の
空
き
家

数
は
令
和
７
年
度
に
約
４

２
０
万
戸
、
令
和
12
年
に

は
約
４
７
０
万
戸
に
達
す

る
と
推
計
さ
れ
、
今
後
、

本
市
で
も
空
き
家
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
市
の

対
応
と
し
て
は
、
発
生
抑

制
対
策
や
適
正
管
理
の
推

進
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
空
き
家
の
整

理
に
関
す
る
冊
子
を
作
成

し
、
市
民
の
皆
様
や
空
き

家
所
有
者
へ
の
周
知
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

答 ��

空
き
家
の
整
理
を
周
知
し
て
い
く

空
き
家
に
対
す
る
市
の
対
応
は

市
民
ク
ラ
ブ
　
　

平
田

久
美
議
員

公
明
党

大
島

智
子
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

長
郷

潤
一
郎
議
員

※
１

Ｈ
Ｐ
Ｖ
＝
子
宮
頸
が
ん

等
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
略

※
２

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

＝
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え

に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
方

を
対
象
に
実
施
す
る
予
防
接
種

※
３

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
＝
社
会
人

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
、
就

労
と
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と

※
４

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
＝

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
が
会
議
室
な

ど
を
共
有
し
つ
つ
働
く
環
境
の
こ
と

健 康 ・ 福 祉

生 活 ・ 環 境

一
般

質
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問

福
島
県
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
６
月
に
Ｊ
Ｒ
６
社
が
展

開
す
る
大
型
観
光
企
画
・

Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を

開
催
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
令
和
７
年
か
ら
プ
レ

Ｄ
Ｃ
が
始
ま
り
、
観
光
誘

客
の
取
組
を
本
格
化
さ
せ

ま
す
。
市
は
こ
の
機
会
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
事
業

を
検
討
し
て
い
る
の
か
、

期
待
す
る
効
果
も
含
め
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

答

県
の
発
表
に
よ
る
と
、

Ｄ
Ｃ
期
間
中
は
、
県
内
に

約
４
千
８
百
万
人
も
の
来

訪
者
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｃ
は
春
の
風
物
詩

で
あ
る
鶴
ケ
城
さ
く
ら
ま

つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
、

本
市
の
魅
力
あ
る
観
光
素

材
を
全
国
に
発
信
し
、
誘

客
に
結
び
つ
け
る
絶
好
の

機
会
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
か

ら
は
本
市
独
自
の
取
組
に

加
え
、
会
津
地
域
全
体
の

取
組
に
拡
充
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

会
津
地
域
の
周
遊
を
促
す

ル
ー
ト
の
形
成
や
、
早
朝

や
夜
間
で
特
別
感
の
あ
る

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
会
津
地

域
全
体
の
魅
力
を
高
め
、

Ｄ
Ｃ
開
催
以
降
の
再
来
訪

や
、
滞
在
型
観
光
の
推
進

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
教
育
旅
行
誘
致
の
た
め

の
地
域
の
「
お
も
て
な

し
」
に
つ
い
て

答 ��

観
光
誘
客
の
絶
好
の
機
会
と
認
識

大
型
観
光
企
画
に
期
待
す
る
効
果
は

市
民
ク
ラ
ブ

柾
屋

奈
津
子
議
員

問

中
小
規
模
の
農
業
生

産
者
の
支
援
に
、
地
元
農

産
物
の
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
ジ
モ
ノ

ミ
ッ
ケ
‼
は
重
要
な
役
割

を
担
う
と
考
え
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
効
果
や

課
題
を
伺
い
ま
す
。

答

ジ
モ
ノ
ミ
ッ
ケ
‼
は
、

令
和
４
年
７
月
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
、
令
和
６

年
５
月
末
時
点
の
利
用
登

録
者
は
、
生
産
者
が
59
者
、

実
需
者
が
54
者
で
し
た
。

事
業
効
果
と
し
て
は
、

ジ
モ
ノ
ミ
ッ
ケ
‼
ア
プ
リ

の
活
用
に
よ
り
、
簡
単
で

柔
軟
な
販
売
・
発
注
が
可

能
と
な
り
、
新
た
な
流
通

経
路
の
構
築
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
生
産
者
と

実
需
者
の
交
流
会
や
無
料

試
食
会
な
ど
を
通
じ
た
マ

ッ
チ
ン
グ
の
促
進
に
よ
り
、

新
た
な
販
路
の
開
拓
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
需
給
が
マ
ッ

チ
ン
グ
せ
ず
、
取
引
に
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

が
あ
る
ほ
か
、
登
録
は
し

た
も
の
の
、
ア
プ
リ
の
操

作
が
不
慣
れ
で
あ
る
た
め
、

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
飲
食
店

や
宿
泊
施
設
、
業
界
団
体

な
ど
と
連
携
し
て
、
本
市

の
食
の
魅
力
を
発
信
し
て

お
り
、
今
後
も
ジ
モ
ノ
ミ

ッ
ケ
‼
の
活
用
を
促
進
し

て
い
き
ま
す
。

答 ��

新
た
な
販
路
の
開
拓
に
つ
な
が
っ
た

「
ジ
モ
ノ
ミ
ッ
ケ
!
」
の
事
業
効
果
は

市
民
ク
ラ
ブ

長
谷
川

純
一
議
員

問

会
津
塗
の
国
重
要
無

形
文
化
財
の
指
定
に
向
け

た
課
題
等
に
つ
い
て
の
考

え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

会
津
塗
の
無
形
文
化

財
と
し
て
の
価
値
を
後
世

に
つ
な
ぐ
た
め
、
今
後
も

保
持
団
体
の
技
法
の
継
承

や
地
域
へ
の
普
及
活
動
等

の
継
続
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
担
い
手
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

問

会
津
塗
の
工
芸
技
法

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
の
木
地
師
及
び
惣そ

う

輪わ

師し

の
養
成
の
必
要
性
及
び
課

題
に
つ
い
て
の
考
え
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

答

木
地
師
及
び
惣
輪
師

は
会
津
塗
の
大
き
な
特
徴

で
あ
る
完
全
分
業
制
に
お

け
る
工
程
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
塗
師
や

蒔
絵
師
に
比
べ
て
従
事
者

が
少
な
く
、
高
齢
化
か
つ

後
継
者
不
足
の
状
況
に
あ

り
、
次
世
代
の
養
成
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

木
地
師
等
の
養
成
に
向

け
て
は
、
担
い
手
の
発
掘

や
市
内
で
の
訓
練
機
会
の

提
供
、
さ
ら
に
は
職
人
と

し
て
自
立
す
る
た
め
の
支

援
体
制
の
構
築
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
た

め
、
令
和
６
年
度
よ
り
現

状
の
把
握
や
先
進
地
の
情

報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、

会
津
漆
器
協
同
組
合
等
と

と
も
に
課
題
の
解
決
や
養

成
方
法
に
つ
い
て
、
具
体

策
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

答 ��

課
題
解
決
や
養
成
方
法
を
検
討
し
て
い
く

会
津
塗
の
木
地
師
等
養
成
へ
の
取
組
は

創
風
あ
い
づ

吉
田

恵
三
議
員

産 業 ・ 経 済
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問

鶴
ヶ
城
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
す
る
こ
と
で
、
参
加

者
の
本
市
で
の
滞
在
時
間

を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

広
域
的
な
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
も
効
果
的
と
考

え
ま
す
が
、
広
域
的
な
連

携
の
検
討
も
含
め
、
認
識

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
実

施
に
は
約
６
時
間
以
上
の

交
通
規
制
が
必
要
に
な
る

こ
と
や
経
費
の
問
題
が
あ

り
、
実
施
は
困
難
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
広
域
的
な

連
携
に
つ
い
て
は
、
各
市

町
村
と
の
協
力
体
制
等

様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

当
面
は
本
市
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
と
し
て
、
現
行
の
運

営
体
制
を
継
続
し
ま
す
。

問

鶴
ヶ
城
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
は
市
外
・
県
外

か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、

本
市
の
一
大
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
今
後
の
取
組
を

伺
い
ま
す
。

答

特
に
観
光
需
要
が
見

込
ま
れ
る
県
外
か
ら
の
参

加
者
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

も
宿
泊
や
観
光
の
案
内
を

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
に

お
い
て
も
、
宿
泊
・
観
光

事
業
者
等
と
十
分
に
協
議

を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を

答 ��

関
係
機
関
と
協
議
し
推
進
し
て
い
く

問

本
市
の
少
子
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
学
校

教
育
施
設
も
老
朽
化
が
進

み
、
各
設
備
の
更
新
や
修

繕
と
い
っ
た
維
持
コ
ス
ト

は
増
加
し
続
け
て
お
り
、

施
設
の
維
持
管
理
は
、
も

は
や
限
界
に
達
し
て
お
り
、

学
校
の
統
廃
合
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
第
一
中
学
校

か
ら
第
六
中
学
校
及
び
一

箕
中
学
校
の
学
区
内
に
あ

る
全
て
の
小
・
中
学
校
を
、

小
中
一
体
型
の
教
育
施
設

と
し
て
整
備
し
、
東
西
南

北
の
４
つ
の
学
区
に
再
編

し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通

え
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
教
育
施

設
は
教
育
を
施
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
場
で
あ
る
た

め
、
学
校
を
統
廃
合
す
る

場
合
に
地
元
の
合
意
形
成

は
不
要
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

学
区
の
再
編
を
す
る

場
合
に
は
、
児
童
・
生
徒

数
の
推
移
や
学
校
の
適
正

規
模
の
検
討
、
地
域
住
民

と
の
協
議
等
を
慎
重
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
、
現
時

点
で
学
区
の
再
編
を
含
む

小
中
一
体
型
教
育
施
設
の

整
備
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
本
市
で
は
、
地

域
総
ぐ
る
み
の
教
育
を
目

指
し
、
地
域
人
材
と
連
携

し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住

民
と
の
合
意
形
成
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

答 ��

現
段
階
で
統
廃
合
等
の
予
定
は
な
い

小
・
中
学
校
を
再
編
し
統
廃
合
す
べ
き

市
民
ク
ラ
ブ

大
竹

俊
哉
議
員

問

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
に
お
け
る
自
己
肯

定
感
及
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
の
項
目
に
つ
い
て
、
近

年
の
結
果
の
傾
向
を
伺
い

ま
す
。

答

学
び
の
集
団
づ
く
り

等
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し

た
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

近
年
は
、
自
己
肯
定
感
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
項
目

と
も
に
改
善
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

問

家
庭
学
習
を
学
校
が

推
進
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
が
、
市
の
認
識
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。

答

各
学
校
で
は
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
課
題
の
提

示
や
取
組
状
況
の
把
握
、

称
賛
に
よ
る
意
欲
付
け
、

家
庭
学
習
の
手
引
の
活
用

な
ど
に
よ
り
推
進
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　

ま
た
、
保
護
者
に
対
し

て
は
、
懇
談
会
や
教
育
相

談
、
各
種
便
り
な
ど
で
の

呼
び
か
け
や
、
ノ
ー
メ
デ

ィ
ア
デ
ー
に
よ
り
家
庭
学

習
時
間
を
増
や
す
な
ど
の

周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

本
市
の
児
童
・
生
徒

の
、
家
庭
学
習
時
間
の
取

り
方
の
傾
向
を
伺
い
ま
す
。

答

家
庭
学
習
時
間
に
つ

い
て
は
、
平
日
よ
り
も
休

日
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ

り
、
全
国
的
に
も
同
様
の

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
部
活
動
及
び
課
外
活
動

に
つ
い
て

答 ��

自
己
肯
定
感
等
の
項
目
が
改
善

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
傾
向
は

市
民
ク
ラ
ブ

髙
橋

義
人
議
員

公
明
党

奥
脇

康
夫
議
員

教 育 ・ 文 化
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問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

に
対
応
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
全
保
護
者
へ
周
知
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
、
再
度

確
認
す
る
と
と
も
に
、
周

知
徹
底
に
つ
い
て
小
中
義

務
教
育
学
校
長
会
議
等
で

指
導
し
て
い
き
ま
す
。

問

危
険
箇
所
の
具
体
的

な
改
善
策
と
改
善
実
績
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

報
告
が
あ
っ
た
点
検

要
望
箇
所
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
・
市
の
関
係
機
関
、

警
察
及
び
学
校
が
参
加
し

て
合
同
で
現
地
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度

は
69
件
の
点
検
要
望
箇
所

を
現
地
調
査
し
、
35
か
所

に
つ
い
て
対
応
し
ま
し
た
。

問

先
日
、
登
校
中
の
児

童
が
道
路
側
溝
に
転
落
し

て
ケ
ガ
を
す
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
登
下
校
中

の
事
故
は
把
握
し
て
い
ま

す
か
。

答

教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
管
理
規
則
に
基
づ
き
、

学
校
か
ら
提
出
さ
れ
た
事

故
報
告
書
に
よ
り
、
児
童

・
生
徒
の
事
故
等
を
把
握

し
て
い
ま
す
。

問

こ
の
事
故
は
、
ラ
ン

ド
セ
ル
に
加
え
、
体
力
以

上
の
学
習
教
材
等
を
背
負

っ
て
い
た
こ
と
も
原
因
と

考
え
ま
す
が
、
携
行
品
へ

の
配
慮
は
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

答

学
校
に
置
い
て
お
く

こ
と
が
で
き
る
教
材
等
を

定
め
て
お
り
、
国
の
通
知

ど
お
り
に
各
学
校
で
適
切

通
学
路
の
安
全
と
危
険
箇
所
の
改
善
は

答 ��

令
和
５
年
度
は
35
か
所
の
危
険
箇
所
を
改
善

問

指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
約
20
年
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
間
の
成
果

と
課
題
の
認
識
を
伺
い
ま

す
。

答

本
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
公
共
施
設
の
管
理
運

営
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

生
か
さ
れ
、
経
費
節
減
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
い

っ
た
効
果
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

施
設
の
専
門
性
に
応
じ
た

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
応
募
者
が

少
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

問

評
価
結
果
が
優
良
な

団
体
等
に
つ
い
て
は
、
原

則
４
年
間
の
指
定
期
間
を

延
長
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

答

制
度
導
入
か
ら
20
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
や
課
題
を
検
証

し
、
制
度
の
目
的
を
達
成

す
る
観
点
か
ら
調
査
研
究

を
行
い
ま
す
。

問

今
後
増
加
が
想
定
さ

れ
る
施
設
修
繕
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
ま

す
か
。

答

予
防
保
全
の
推
進
に

よ
り
、
コ
ス
ト
低
減
を
図

る
方
針
で
あ
り
、
必
要
な

予
算
を
確
保
し
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
小
規
模
修
繕

の
実
施
と
合
わ
せ
て
、
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
を

行
い
ま
す
。

答 ��

経
費
節
減
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上

指※

定
管
理
者
制
度
の
成
果
を
伺
う

問

教
員
が
児
童
・
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
の
確
保

や
、
多
忙
化
の
解
消
等
の

た
め
、
学
校
事
務
補
助
員

の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、

各
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
予

算
で
補
助
員
を
追
加
雇
用

し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答

現
在
、
学
校
事
務
補

助
員
は
、
一
定
規
模
以
上

の
学
校
に
配
置
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
学
校
の
規

模
や
事
務
量
の
変
化
を
見

据
え
て
、
適
正
な
配
置
等

の
検
討
が
必
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問

令
和
５
年
度
に
医
師

の
面
談
を
受
け
た
市
立
学

校
の
教
員
数
と
、
面
談
対

象
者
に
対
す
る
割
合
を
伺

い
ま
す
。

　
　
面
談
の
対
象
と
な
る

答

時
間
外
勤
務
80
時
間
を
超

え
た
年
間
の
延
べ
人
数
４

３
９
人
の
う
ち
、
実
際
に

面
談
を
受
け
た
教
員
は
１

名
で
、
面
談
対
象
者
に
占

め
る
割
合
は
０
・
２
％
で

す
。

問

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
向
上
の
た
め
に
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制

を
構
築
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答

令
和
２
年
度
に
会
津

若
松
医
師
会
と
連
携
協
定

を
締
結
し
た
こ
と
で
、
速

や
か
に
受
診
可
能
な
、
相

談
し
や
す
い
体
制
が
構
築

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

答 ��

会
津
若
松
医
師
会
と
連
携
協
定
を
締
結

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上
策
は

立
憲
連
合

髙
梨

浩
議
員

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢

隆
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉

孝
太
郎
議
員

※
地
方
公
共
団
体
が
指
定
す
る

法
人
そ
の
他
の
団
体
に
公
の
施

設
の
管
理
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
。

教 育 ・ 文 化

行  ・ 財  政
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タイトル右のQRコードをスマホで読み取ると映像を見ることができます

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

状
の
認
識
と
課
題
を
伺
い

ま
す
。

答

令
和
５
年
度
の
本
市

へ
の
寄
附
額
は
約
２
億
円

と
過
去
最
高
額
と
な
り
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
拡
充

や
情
報
発
信
の
強
化
が
反

映
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
取
組
の
効

果
を
検
証
し
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
強
化
拡
充
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

遺
贈
寄
附
を
除
い
た

純
粋
な
寄
附
額
だ
け
を
見

れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
で
は
な
い
で
す
か
。

答

令
和
５
年
度
の
寄
附

額
は
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
考
え
れ
ば
、
決
し
て

高
い
水
準
で
は
な
い
の
で
、

純
粋
な
寄
附
額
で
２
億
円

以
上
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問

市
民
が
他
自
治
体
に

寄
附
し
た
総
額
は
約
４
億

円
で
す
。
市
外
に
流
出
す

る
額
の
方
が
多
い
状
況
で

は
、
財
政
面
だ
け
で
な
く
、

市
の
経
済
に
も
悪
影
響
を

与
え
ま
せ
ん
か
。

答

返
礼
品
の
あ
る
ふ
る

さ
と
納
税
の
制
度
上
、
市

民
が
他
の
自
治
体
に
寄
附

す
る
こ
と
と
、
本
市
に
寄

附
を
い
た
だ
く
こ
と
は
同

じ
土
俵
で
論
じ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
寄
附
収

入
の
方
が
上
回
っ
て
い
る

自
治
体
も
多
く
あ
る
た
め
、

本
市
も
そ
れ
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

答 ��

取
組
を
検
証
し
、
強
化
拡
充
が
必
要

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の
認
識
は

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海

基
議
員

問

本
市
職
員
の
年
代
別

の
普
通
退
職
者
の
現
状
と

そ
の
傾
向
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。

答

定
年
退
職
者
や
勧
奨

退
職
者
等
を
除
く
普
通
退

職
者
は
、
令
和
３
年
度
は

５
名
、
令
和
４
年
度
は
13

名
、
令
和
５
年
度
は
19
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

30
代
以
下
の
普
通
退
職

者
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
は
３
名
、
令
和
４
年

度
は
８
名
、
令
和
５
年
度

は
11
名
と
な
っ
て
お
り
、

30
代
以
下
の
若
年
層
に
お

け
る
退
職
者
が
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

県
立
病
院
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
市
長
の

施
設
に
対
す
る
理
念
と
事

業
の
進
捗
状
況
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
県
立
病
院
跡
地
利
活

用
基
本
計
画
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

人
々
が
自
然
と
集
う
場
を

整
備
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

お
り
、
子
育
て
環
境
の
充

実
と
、
に
ぎ
わ
い
や
活
気
、

交
流
の
創
出
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

は
、
２
月
13
日
に
公
告
し

た
事
業
者
選
定
の
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
、

参
加
資
格
審
査
の
通
過
者

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

６
月
10
日
に
再
公
募
を
開

始
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

▽
風
力
発
電
を
含
む
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

答

答 ��

若
年
層
に
お
け
る
退
職
者
が
増
加
傾
向

市
職
員
の
普
通
退
職
者
の
傾
向
は

問

本
市
へ
移
住
を
検
討

し
て
い
る
方
を
支
援
す
る

た
め
、「
仮
称
・
登
録
型
会

津
総
合
人
財
バ
ン
ク
」
を

設
立
し
、
就
職
や
住
ま
い

に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
情

報
交
換
や
相
談
を
受
け
る

仕
組
み
を
作
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

答

人
財
バ
ン
ク
も
含
め
、

よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信

の
手
法
や
仕
組
み
を
検
討

し
な
が
ら
、
移
住
、
定
住

施
策
の
情
報
発
信
を
し
て

い
き
ま
す
。

問

進
学
等
で
本
市
を
巣

立
つ
若
者
に
対
し
て
、
将

来
は
会
津
に
帰
っ
て
こ
ら

れ
る
と
安
心
し
て
も
ら
う

た
め
、
人
財
バ
ン
ク
を
設

立
し
、
情
報
提
供
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン

や
卒
業
後
に
本
市
へ
定
着

す
る
可
能
性
が
あ
る
高
校

生
や
大
学
生
に
情
報
提
供

す
る
こ
と
は
、
若
者
の
定

着
に
向
け
た
有
効
な
取
組

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、「
は
た

ち
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て

移
住
支
援
制
度
に
関
す
る

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、

本
市
へ
の
定
住
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
く
機
会
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
情
報
発
信

を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
リ
ア
ル
な
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
に
関
し
て

答

答 ��

よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信
を
し
て
い
く

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
向
け
人
財
バ
ン
ク
を

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部

認
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
畑

匠
議
員

行  ・ 財  政
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特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

市
が
第
１
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
策
定
し
た
平
成
27

年
の
本
市
の
人
口
は
、
約

12
万
４
千
人
で
、
自
然
動

態
と
社
会
動
態
の
合
計
で

年
間
１
０
６
１
人
減
少
し

ま
し
た
。
８
年
後
の
令
和

５
年
の
人
口
は
、
平
成
27

年
と
比
べ
約
１
万
１
千
人

減
少
し
、
自
然
動
態
と
社

会
動
態
の
合
計
で
年
間
１

７
６
２
人
の
減
少
と
、
平

成
27
年
と
比
較
し
７
０
１

人
、
減
少
数
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
態
を
ど
う
認
識
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
の
か
、
対
応
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

答

自
然
動
態
で
の
人
口

減
少
は
出
生
数
が
年
々
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
社
会

動
態
の
人
口
減
少
は
進
学

や
就
職
等
を
契
機
と
し
た

若
年
層
の
転
出
者
が
多
い

こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
・
人
口
減
少
問

題
を
最
重
要
課
題
と
し
て

位
置
付
け
、
自
然
動
態
・

社
会
動
態
そ
れ
ぞ
れ
に
対

応
し
た
取
組
を
進
め
て
お

り
、
本
年
３
月
に
策
定
し

た
第
３
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

掲
げ
た
取
組
を
、
危
機
感

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

着
実
に
推
進
し
な
が
ら
、

人
口
減
少
を
緩
和
し
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
構

築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

答 ��

危
機
感
を
も
っ
て
取
組
を
推
進
し
て
い
く

人
口
減
少
問
題
の
認
識
と
対
策
は

夢
ク
ラ
ブ

成
田

芳
雄
議
員

問

市
が
消
滅
可
能
性
自

治
体
に
該
当
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
新
た
な
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
は
、
自

治
体
を
維
持
す
る
人
口
数

の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
等
を
示

し
、
市
民
協
働
で
の
策
定

が
重
要
で
は
な
い
で
す
か
。

答

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
認
識
を
共
有
す
る
た

め
、
様
々
な
分
野
に
お
け

る
人
口
減
少
の
影
響
を
提

示
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

様
々
な
デ
ー
タ
を
共
有
し
、

策
定
効
果
を
最
大
限
に
高

め
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

問

解
散
し
た
町
内
会
も

あ
り
、
地
域
の
努
力
だ
け

で
は
限
界
で
す
。
町
内
会

の
維
持
運
営
等
の
課
題
に

ど
う
対
応
し
ま
す
か
。

答

市
か
ら
の
依
頼
業
務

の
見
直
し
な
ど
で
町
内
会

の
負
担
を
軽
減
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

問

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構

想
に
採
択
さ
れ
ず
、
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
第
８
次

総
合
計
画
に
ど
う
反
映
さ

せ
ま
す
か
。

答

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構

想
で
整
理
し
た
課
題
は
そ

の
後
の
取
組
の
土
台
と
な

っ
て
い
ま
す
。
次
期
総
合

計
画
の
策
定
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い

て
、
各
分
野
で
目
指
す
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の

有
効
な
手
段
と
し
て
整
理

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 ��

今
後
も
市
民
と
認
識
を
共
有
し
て
い
く

市
民
と
人
口
減
少
問
題
の
共
有
を

市
民
ク
ラ
ブ

中
川

廣
文
議
員

問

令
和
５
年
度
の
50
万

円
を
超
え
る
一
般
委
託
業

務
の
件
数
と
概
要
を
伺
い

ま
す
。

答

８
６
４
件
で
、
ご
み

収
集
運
搬
業
務
な
ど
の
業

務
範
囲
が
全
市
に
及
ぶ
も

の
、
庁
舎
警
備
業
務
な
ど

の
一
定
規
模
の
施
設
の
維

持
管
理
に
関
す
る
も
の
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

問

学
校
用
務
員
代
行
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
に
実
施
し
た
複
数

年
契
約
の
実
績
で
は
10
件

の
落
札
率
に
差
異
が
あ
り

ま
す
が
、
落
札
率
と
積
算

根
拠
等
と
の
検
証
に
つ
い

て
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答

市
で
定
め
る
一
般
業

務
委
託
に
お
け
る
積
算
方

法
の
考
え
方
に
基
づ
き
予

定
価
格
を
定
め
入
札
を
執

行
し
た
結
果
で
あ
り
、
適

正
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

問

学
校
用
務
員
代
行
業

務
や
史
跡
若
松
城
跡
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
業
務
な
ど
の
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
市
の
入
札
関
係
の

規
程
等
を
検
証
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

答

市
の
入
札
契
約
関
係

規
程
等
に
つ
い
て
は
、
法

令
の
改
正
、
社
会
情
勢
の

変
化
等
に
応
じ
て
改
正
し

て
き
て
お
り
、
引
き
続
き

適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

答 ��

社
会
情
勢
の
変
化
等
に
応
じ
て
対
応

市
の
入
札
関
係
規
程
等
の
検
証
を

市
民
ク
ラ
ブ

石
田

典
男
議
員

行  ・ 財  政
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６
月
定
例
会
議
日
程

６
日
（
木
）

　
　
開
会
日
・
本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

10
日
（
月
）、
11
日
（
火
）、
12
日
（
水
）

　
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

13
日
（
木
）

　
　
本
会
議（
総
括
質
疑
）、
予
算
決
算
委
員

会
14
日
（
金
）

　
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

17
日
（
月
）

　
　
総
務
委
員
会

　
　
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

19
日
（
水
）

　
　
予
算
決
算
委
員
会

21
日
（
金
）

　
　
最
終
日
・
本
会
議

　
　
（
委
員
会
審
査
報
告
～
表
決
）

①
原
田

俊
広
議
員

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
費

・
国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
に

要
す
る
経
費

②
譲
矢

隆
議
員

・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松

推
進
事
業
費

６
月
定
例
会
議
に
お
い
て
総
括

質
疑
を
行
っ
た
議
員
名
と
項
目

令和６年５月臨時会議の賛否一覧
会派名　　

議員名

議案等名

議決結果 反
対:賛

成

市民クラブ フォーラム会津 公明党 創風あいづ 立憲連合 共 社 夢
平
田

久
美

中
川

廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

俊
哉

清
川

雅
史

石
田

典
男

笹
内

直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

智
子

奥
脇

康
夫

大
山

享
子

吉
田

恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

芳
雄

議案第45号　令和６年度会
津若松市一般会計補正予算
（第２号）

原案可決 23：2 ○○○○○○○○−○○○○○○欠席○○○○○○○○○●●討
報告第３号　会津若松市税
条例の一部を改正する条例
の専決処分について

了承 25：0 ○○○○○○○○−○○○○○○欠席○○○○○○○○○○○

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共⇒日本共産党　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ　　

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

　５月臨時会議は、５月16日から20日までの５日間の会議期間で開かれ、令和６年度一般会計補正予算
（第２号）が提案されました。この議案については、本会議での総括質疑後、予算決算委員会へ付託さ
れ、審査されました。最終日の本会議では、賛成多数で原案のとおり可決されました。

第562回会津若松市議会第562回会津若松市議会第562回会津若松市議会

５月臨時会議５月臨時会議５月臨時会議
定額減税補足給付金給付事業費などの
補正予算を可決

●議案第45号　令和６年度会津若松市一般会計補正予算（第２号）
議案等の内容

スマートシティ会津若松推進事
業費
デジタル田園都市国家構想交付
金の活用による地域におけるデ
ジタルサービスの提供のための
環境整備等に要する経費

（９８，５００千円）

定額減税補足給付金給付
事業費
所得税及び個人住民税の
定額減税に伴う減税しき
れない額の給付に要する
経費
（９８７，６２４千円）

低所得・子育て世帯追加支援給付
金給付事業費
令和６年度に新たに住民税非課税
世帯または均等割のみ課税世帯と
なった世帯並びに当該世帯のこど
もに対する給付に要する経費

（３３６，１２９千円）

●報告第３号　会津若松市税条例の一部を改正する条例の専決処分について
　地方税法の改正に伴い、市長が必要な条例改正の専決処分をしたことについての報告
※市長の専決処分事項の指定（根拠法令：地方自治法第180条第１項）
　会津若松市議会は通年議会を導入しており、通常は会議が継続されているので市長による専決処分は
できません。しかし、①「国や県の選挙に要する費用に係る補正予算」や、②「国の法改正に伴い条例
などを制定・改正しなければ市民生活に影響が生じる場合」で、それぞれ緊急を要する場合の２点につ
いては、あらかじめ市長が専決処分することができるよう規定しています。
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令和５年度（８月〜３月）政務活動費 会派別収支状況
　 　 会 派 名

 （構成員数）

項　目

市民クラブ

（11人）

フォーラム
会津

（５人）

公明党

（３人）

創風あいづ

（３人）

立憲連合

（３人）

日本共産党

（１人）

社会民主党
・市民連合
（１人）

夢クラブ

（１人）

合　計

（28人）

収　
　
入

会派への当初交付
上半期（８月～９月） 770,000 350,000 210,000 210,000 210,000 70,000 70,000 70,000 1,960,000 

会派への当初交付
下半期（10月～３月） 2,310,000 1,050,000 630,000 630,000 630,000 210,000 210,000 210,000 5,880,000 

交付額合計（A）
※2 3,080,000 1,400,000 840,000 840,000 840,000 280,000 280,000 280,000 7,840,000 

支　
　
出

会
派
で
の
使
途
別
支
出
額

研 究 研 修 費 231,040 0 328,240 116,150 0 0 0 0 675,430 

調 査 旅 費 0 205,060 0 0 184,554 0 0 38,220 427,834 

資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

資 料 購 入 費 201,910 11,330 34,945 4,400 46,418 0 0 0 299,003 

広 報 費 0 585,997 0 430,859 301,620 392,299 277,264 114,379 2,102,418 

広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

人 　 件 　 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

事 務 費 68,897 6,878 13,693 35,494 194,389 1,116 39,142 1,010 360,619 

要 望 ・
陳 情 活 動 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

会派での支出額合計
 （B） 501,847 809,265 376,878 586,903 726,981 393,415 316,406 153,609 3,865,304 

政務活動費支出額
（C） 501,847 809,265 376,878 586,903 726,981 280,000 280,000 153,609 3,715,483 

会 派 負 担 額
（B）−（C）※３ 0 0 0 0 0 113,415 36,406 0 149,821 

返 還 額
（A）−（C）※４ 2,578,153 590,735 463,122 253,097 113,019 0 0 126,391 4,124,517 

※１　政務活動費の主な使途基準　●研究研修費：研究会および研修会の開催や、他団体が開催する研究会等への参加に係る経費（会場費、
講師謝金、出席者負担金等）●調査旅費：調査研究活動のために必要な先進地調査や現地調査に係る経費（交通費、旅費、宿泊費等）
●資料購入費：調査研究活動のために必要な図書、資料等の購入経費●広報費：調査研究活動、議会活動および市の政策について市民
に報告し、広告宣伝するための経費（広報紙・報告書作成経費等）●事務費：調査研究活動のために必要な事務経費（消耗品費、事務
機器のリース代、郵券代等）　

※２　会派への交付額は議員1人当たり月額35,000円。
※３　交付額を超える支出については、会派の負担とする。
※４　マイナスとなる場合は０円とする。

令和５年度政務活動費の収支状況をお知らせします

令和６年６月13日付で議会構成が変更になりました
変更後 変更前

議員から選任された監査委員 丸山　さよ子 議員 戸川　稔朗 議員

予算決算委員会 委 員 長　大竹　俊哉 議員
副委員長　村澤　智 議員

委 員 長　丸山　さよ子 議員
副委員長　大竹　俊哉 議員

文教厚生委員会 副委員長　大島　智子 議員 副委員長　丸山　さよ子 議員

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否
一
覧

一
般

質

問

政務活動費は、市政に関する調査・研究活動に必要な経費の一部として会派に交付され、使
※１
途基準に

基づき支出されています。
収支の内容は毎年度議長に報告し、残額がある場合は、市に返還することになっています。
令和５年８月の議員改選以降の政務活動費の会派別収支状況は、下表のとおりです。

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ
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議会を傍聴してみませんか
本市議会の定例会議は、年４回（２月、６月、９

月、12月）開かれ、本会議は午前10時に開会されま
す。６月定例会議は計57名の方が議会を傍聴されま
した。
次回の９月定例会議は９月５日に開会します。特
別な手続きは必要ありません。ぜひ、お気軽に傍聴
にお越しください。10名以上で傍聴を希望する場合
は、事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

来場から傍聴まで

令和７年５月まで議場は
追手町第二庁舎にありま
す。

庁舎北側正面左側の入り
口から入ります。

中に入ってすぐ右へ廊下
を進みます。

廊下を進むと傍聴席入口
の案内があります。

中に入り、傍聴人名簿に
住所・氏名を記入します。

資料を取って、傍聴席に
着席します。

傍聴規則順守にご協力ください
●傍聴席では、発言や拍手はできません。●携帯電話・スマートフォンは電源を切るか、マナ
ーモードにしてください。●録音、撮影はできません。●飲食や喫煙はできません。
※�その他の傍聴規則については、市ホームページに掲載しています。
　ぜひ、傍聴前にご確認ください。

【議会事務局連絡先：TEL.39−1323】

会津北嶺高等学校の生徒の皆さん（R6.6.10）
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議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

戸
川
稔
朗
議
員
が
、
令
和
６
年

５
月
13
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。戸

川
稔
朗
議
員
は
、
平
成
15
年

４
月
に
初
当
選
さ
れ
、
令
和
５
年

８
月
に
６
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
平
成
23
年
８
月
に
副

議
長
、
平
成
25
年
８
月
に
議
長
に

就
任
さ
れ
、
さ
ら
に
は
福
島
県
市

議
会
議
長
会
会
長
や
全
国
市
議
会

議
長
会
理
事
、
市
の
監
査
委
員
な

ど
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

常
任
委
員
会
で
は
産
業
経
済
委
員

会
委
員
長
、
予
算
決
算
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
市
政
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
生
前
の
ご
功
績
を
し

の
び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

戸
川
稔
朗
議
員
ご
逝
去
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22

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ご
案
内

☝ここをクリック

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
会
議
日
程

や
議
員
名
簿
、
政
務
活
動
費
、
広
報
議
会
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
映
像
の
視
聴

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
定
例
会
議
や
臨
時
会
議
の
本

会
議
や
予
算
決
算
委
員
会
の
映
像
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

●
ラ
イ
ブ
配
信
（
生
配
信
）

定
例
会
議
や
臨
時
会
議
の
本
会
議
、
予
算
決
算
委
員
会

の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
す
。

●
録
画
映
像

定
例
会
議
や
臨
時
会
議
の
散
会
か
ら
約
１
か
月
後
に
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
ま
す
。

会
議
録
の
検
索
・
閲
覧

過
去
の
会
議
録
が
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

・放送予定日…８月中旬予定
※�放送日が決まり次第、市議会ホーム
ページでお知らせします。

・内容…�予算決算委員
会第３分科会
の活動報告

●�　点字版広報議会、声の広報議会も
発行しています。ご希望の方は議会
事務局までお知らせください。
●�　声の広報議会は市議会
ホームページでも聞くこ
とができます。

点字広報議会
声の広報議会

●�　「市役所情報スタジアム」で市議
会の情報を発信しています。

エフエム会津

FM 76.2MHz

日 月 火 水 木 金 土
９/1 2 3 4 5

開会日・本会議
（提案理由説明）

6 7

8 9
本会議
（一般質問）

10
本会議
（一般質問）

11
本会議
（一般質問）

12
本会議
（総括質疑）
予算決算委員
会

13
総務委員会・予
算決算委員会第
１分科会
産業経済委員会
・予算決算委員
会第３分科会

14

15 16
敬老の日

17
文教厚生委員会
・予算決算委員
会第２分科会
建設委員会・予
算決算委員会第
４分科会

18
総務委員会・予
算決算委員会第
１分科会
産業経済委員会
・予算決算委員
会第３分科会

19
文教厚生委員会
・予算決算委員
会第２分科会
建設委員会・予
算決算委員会第
４分科会

　　　20 21

22
秋分の日

23
振替休日

24
総務委員会・予
算決算委員会第
１分科会
産業経済委員会
・予算決算委員
会第３分科会

25
文教厚生委員会
・予算決算委員
会第２分科会
建設委員会・予
算決算委員会第
４分科会

26 27
予算決算委員
会

28

29 30 10/ １
最終日・本会議
（委員会審査報
告～表決）

※�　本会議は午前10時から、委員会は午前９時30
分から開会となります。
　�　なお、日程は変更になる場合があ
ります。
　�　最新の情報はホームページなどで
ご確認ください。

令和６年９月定例会議の日程

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

原
田

俊
広

副
委
員
長

松
崎　
　
新

委　
　
員

平
田

久
美

　
　
　
　
　
笹
内

直
幸

　
　
　
　
　
中
川

廣
文

　
　
　
　
　
柾
屋
奈
津
子

　
　
　
　
　
大
島

智
子

　
　
　
　
　
村
澤　
　
智

現
在
、
広
報
広
聴
委

員
会
で
紙
面
レ
イ
ア
ウ

ト
の
改
善
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、

皆
さ
ん
へ
議
会
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

笹
内

直
幸

編
集
後
記

編
集
後
記




